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第 35 回 CVIT 北海道地方会開催ならびに演題募集のご案内 

 

 

謹啓  

 第 35 回日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）北海道地方会の開催にあたり御挨拶申し上

げます。 

 DES の登場は再狭窄率の著しい低減により治療成績を格段に向上させた一方で、抗血小板剤 2 剤併用

期間の延長と遅発性ステント血栓症の懸念を新たに生じましたが、第二・第三世代 DES の開発と普及に

より、昨今発表される短期・中期の成績は着実に改善しております。このステントを中心とした進化は

PCI の適応にも大きな変化をもたらし、BMS 時代には原則禁忌とされていた非保護左主幹部病変に関し

ても、SYNTAX score や Euro Score を用いた症例毎のリスク評価により、エビデンスに沿って治療法を

選択できる土台が築かれつつあります。今後も更なるデバイスの進歩とエビデンスの蓄積による適応の

変化への柔軟な対応が望まれるものと思われます。特に重症病変においては概ね再狭窄以外の非劣性が

証明されつつあることから、いずれ「vs CABG」の戦いの構図は幕を閉じ、内科・外科の「Heart Team」

で最適な治療を論ずる時代の幕開けが期待されます。その礎として外科の全例データベースに比肩する

悉皆性の高い PCI データベースの構築が急務となり、CVIT が推進する J-PCI も外科レジストリとともに

厚労省データベースに移行する予定です。我々はこのデータベースに質の高いデータを提供し、低侵襲

治療としての PCI の必要性ならびに有用性を自ら証明していく責務があります。 

 また、FFR、OCT、3DCT や MRA など診断モダリティの発展・普及により、インターベンションの適応な

らびに治療のより客観的評価が可能になりました。昨年 FFR による SYNTAX Score 評価では、造影によ

る高リスク群の約 1/3 が低・中リスク群に移行したことが報告され、本邦においても造影所見に不確定

要素を含む病変には積極的に機能評価を行い、長期予後を見据えた検討が望まれる方向にあります。 

PCI 全般としては理論化・体系化がなされ一応の成熟期を迎えた中で、例えば CTO はレトロを経て順

行性に立ち返りガイドワイヤー理論の更なる進化が注目されるなど、技術は留まることなく進化を続け

ています。低侵襲インターベンションの流れも一部の術者による特殊治療との認識から、誰にでも実践

可能な患者さんにやさしい治療法としての認識が浸透しつつあります。 

今回の地方会では指定演題を設けず、末梢血管に関する演題を含め広く心血管インターベンション治

療に関する演題を募集致します。皆様の多数のご参加と活発な御討論を宜しくお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

第 35 回 日本心血管インターベンション治療学会（CVIT） 

北海道地方会 

会長 髙川 芳勅（小樽市立脳・循環器・こころの医療センター） 

 



 
 

―――――― 記 ―――――― 

● 開催名称：第 35 回 日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）北海道地方会 

                                                                 

● 開催日時： 2012 年 10 月 6 日（土）     

幹事会     時間未定  

地 方 会   10:00～16:00（予定） 

※今回より午前中からの開催となりますのでお間違えの無い様お願いいたします      

● 開催場所    ： ロイトン札幌  

             札幌市中央区北 1条西 11 丁目 TEL 011-271-2711 

               http://www.daiwaresort.co.jp/royton/ 

● 参 加 費： 医 師 ・ 企 業  ２，０００円 

       コメディカル     １，０００円  

● 特別講演 ： 吉町 文暢先生（青森県立中央病院） 

● 認定単位：日本心血管インターベンション治療学会 専門医・認定医資格更新単位 

参加 3 点 

座長および発表 1 点 

当日バーコードリーダーによる単位登録が可能です。（参加 3点） 

単位登録が必要な先生は会員証をご持参ください。 

会員証を忘れた場合は受付時に発行する参加証明書を更新時まで保管していただき 

資格更新時にご自身で申請してください。 

（参加証明書の再発行は致しかねますのでご注意下さい） 

● 一般演題     ：インターベンションに関連する自由演題 (1演題10分以内／口述7分、討論3分)   

 [演題締切り] 2012年9月11日（火）17:00必着  （E‐mail受付のみ） 

 [お問い合わせ先/演題応募先] 

〒064－0809 札幌市中央区南9条西6丁目1-30-803 

                                日本心血管インターベンション治療学会（CVIT） 

北海道支部事務局   

担当：向江 豊美                                                                           

                                TEL 011-211-5527   FAX 011-211-5528（月～金 9：00～17：30） 

                    E‐mail toyomi@acts.cc 

● 会場・時間の詳細は開催前に送付いたしますプログラムで再度ご確認下さいますようお願い申し 

上げます。

mailto:toyomi@acts.cc


 

   

Japanese Society   
第 35回 日本心血管インターベンション治療学会 北海道地方会   

演 題 募 集 要 項 

 
 

● インターベンションに関連する自由演題 

● [演題締切り] 2012年9月11日（火）17:00必着  （E‐mail受付のみ） 

● [演題送付先] E-mail：toyomi@acts.cc 

● [送付形式] Word形式またはExcel形式  

● 必要事項 

http://www.cvit-hokkaido.com/tihoukai.html に応募フォーム（Excel）がございます。 

下記情報をすべて入力する欄を設けておりますので、是非ご利用ください。 

・ 発表者氏名 （※CVIT会員に限る） 

・ 所属施設・所属部署 

・ 演題名 

・ 抄録本文 （500字程度） 

・ 連絡先住所・TEL・FAX 

・ E-mailアドレス 

・ 発表時PC使用機種 （当日のご発表はPC本体持込のみとさせていただきます） 

・ 共同演者氏名（発表者と異なる所属の場合は所属もご記入下さい。） （※CVIT会員に限る） 

 

 

● 注意事項  

・ 演題の採択・ご発表時間については開催前にお送りするプログラムでご確認下さい。 

・ 御都合による発表時間希望は、なるべく考慮いたしますので応募の際に明記を 

お願いいたします。 

・ 演題の応募を頂き次第、事務局より受領確認のメールをお送りいたします。 

送信後2営業日を経過しても受領確認のメールが届かない場合は必ずお電話にてお問い合わ

せ下さい。TEL 011-211-5527 

・ 地方会当日、事務局では D-sub15 ピン（ミニ）のケーブルをご用意いたします。 

（一部のノートパソコンでは本体付属のコネクタが必要な場合がありますので、必ず

ご持参ください。） 

                    

 

CVIT北海道支部ホームページ：http://www.cvit-hokkaido.com/ 
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